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研究成果の概要（和文）：自己主導型学習の学習原理を明らかにするため、Problem-based learning (PBL)テュートリ
アルセッションによって獲得できる能力因子と学習意欲との関係を検討した。PBLテュートリアルで学習者が獲得でき
る能力は、因子分析の結果、自己主導型学習、グループダイナミクス、解釈解決、説明の4能力であった。学習意欲の
下位尺度で、促進傾向の「自主的学習態度」「達成志向」「従順性」が、テュートリアルで学習者が獲得できる能力と
優位な弱い相関が観察された。学習意欲はテュートリアルで獲得できる能力に影響を与える因子であることが考えられ
る。

研究成果の概要（英文）：To clarify the mechanism of self-direct learning, it was analysed that relationshi
p between an ability to acquire in problem-based learning (PBL) tutorial and medical student's motivationa
l state. Lerarner aceuireed four abilities in PBL tutorial. The abilties were "self-direct learning", "gro
up-dynamics", "plobrem solution" and "explanation". A weak correlation between medical student's Motivatio
nal factor (self-direct learcning, achievement and submission) and the acquirwering abilities in PBL-tutor
ial. The motivational factors affect to the ability which medical stdents acquire in PBL-tutorial.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
学習者が「知り得ていない知識」の習得や，
「その知識を習得するための能力」の獲得の
ために，医学部のカリキュラムでは一斉講義，
実 習 ， 問 題 解 決 型 テ ュ ー ト リ ア ル
（ problem-based learning tutorial:PBL 
tutorial）等，それぞれの利点を生かし様々
な教育手法を組み合わせることで，多様化し
た学習者への教育効果をあげている．これら
の教育手法は学習者が能動的に参加する学
習者主導型学習と教員が学習者へ能動的に
働きかける教員主導型学習に分類される．学
習者主導型学習では，学習者が能動的に知識
獲得に向かって行動するため，知識と能力を
同時に獲得する 1）．これは知識の獲得に，疑
問点を明らかにするための判断能力，情報を
調査整理するための情報収集能力，および収
集した情報から疑問点を明らかにする解釈
能力などのような能力が必要であり，新たな
知識の獲得行動とともにそれらの能力が同
時に訓練できるからである．すなわち知識を
得るときに必要な「能力」を同時に獲得して
いる．一方教員主導型学習は，知識の獲得に
重点を置き学習者は受動的に知識を吸収す
るため，学習者が自発的に行う能力訓練の機
会は少ない．そのため「能力」を獲得するた
めには学習者主導型学習が利用されている． 
２．研究の目的 
医学教育には学習者主導型学習が多く導入
されている．医学生は，知識，態度，技能，
総合的判断能力，情報収集能力から構成され
ている医師の臨床能力 2）の基礎を学習する
ために，知識だけでなく総合的判断能力と情
報収集能力の獲得が重要である．そのため医
学部では PBL テュートリアルや実習が導入
されている．PBLテュートリアルは，テュー
ターと呼ばれる学習支援者のもとで，少人数
（6～7人）の学習者が与えられた事例をもと
に討論を行い，学習者が自ら発見した問題を
解決しながら知識を習得するだけでなく，問
題解決の方法・過程を修得する教育である 3）．
また実習は学習者の経験によって，学習者の
技能獲得に重点を置いている．多くの医学部
で学習者主導型学習が導入されているのは，
医師の職能に，学習者主導型学習が適してい
るのも理由の一つである． 
医師の臨床能力の訓練には自己主導型学習
は有用であるが、医学部における学習者の知
識／能力の獲得原理が明らかになっていな
い．知識／能力の獲得には学習者の学習行動
が必要である．学習者主導型学習では学習行
動に自己学習とグループセッションを用い
るが，それらは複合した学習行動のため，そ
れら個別の学習効果が明確にならない．また
その後に起こる特定の学習行動が引き起こ
す学習者の能力獲得プロセスが明らかにな
らない．そのため学習者の学習行動がもたら
す知識／能力の獲得する効果が不明である．
しかし東京女子医科大学で導入されている
PBL テュートリアルで獲得できる能力につ

いては，申請者は以下の 4つの能力であった
事を明らかにした 4）．①自己主導型学習能
力：学習者が学習目標に向かって学習する能
力．②グループダイナミクス能力：グループ
討論での発言や他の学習者へ配慮する能力．
③解釈解決能力：自己学習，グループ学習で
の疑問点，問題点を解釈または解決する能力．
④説明能力：他人へ物事を説明・理解させる
能力．これらの能力は，医師の臨床能力の基
礎的な能力であると考えられる 5）．申請者は
これら 4つの能力が学習者主導型学習で獲得
されることを明らかにしたが，学習者の具体
的な学習行動が，獲得能力にどのように影響
しているかまだ明らかでない．そこで本研究
では，学習者主導型学習において，どのよう
な学習行動が 4 つの能力獲得をもたらすか，
またはなぜ 4つの能力が獲得できるか，学習
行動と能力獲得の関係を明らかにし，学習行
動モデルを構築する．さらにより効果的に医
師の臨床能力を獲得するための手法への応
用を検討する． 
 
３．研究の方法 
（１）自己主導型学習の構成因子 
自己主導型学習の構成因子を探索するため、
Problem-based learning (PBL)テュートリア
ルをモデルとして、テュートリアルセッショ
ンによって獲得できる能力評価と獲得能力
とその能力に影響を与える因子を検討した。 
 
（２）学習目標思考の測定 
2008 年度 1-2 年生を対象に，2008 年度 1 月
下旬～2 月上旬に試験を実施した．学生にテ
ュートリアルで使用する事例（両学年とも同
一）を提示し、問題点を抽出させた。抽出さ
れた問題点の中から最も重要と思われる問
題点を一つ決定させた。決定した問題点を解
決できる資料（リソース）を検索させた。問
題発見能力の学生評価は問題点数とその質
を評価した。問題解決能力は学生の探し出し
たリソースの数、リソースの種類、記録方法
を評価した。さらに 2009 年度 4 月に 2-3 年
生を対象に，学習目標志向を谷島らの質問紙
を用いて測定した． 
 
（３）PBL テュートリアルで獲得できる能力
に影響を与える要因 
PBL テュートリアルで獲得できる能力に影響
を与える要因を調べるため、これら 4能力と
学習意欲/動機付けとの関係に着目した。学
習過程の中で動機付け、学習意欲は学習能力
獲得に必要である。そのため動機付けと学習
意欲が 4 能力と相関するかを調べるために、
学芸大式学習意欲検査と、内発的－外発的動
機付け尺度を質問紙で測定した。 
 
４．研究成果 
（１）自己主導型学習の構成因子 
PBL テュートリアルで学習者が獲得できる能
力は、因子分析の結果、自己主導型学習、グ



ループダイナミクス、解釈解決、説明の 4能
力であった。これらの再現性を調べるため、
2011 年度の 1～2 年生を対象に、質問紙によ
る調査を実施した。回得点の平均点、標準偏
差に優位な差が認められなかったことから、
前回の調査の再現性が確認された。 
 
 

 
（2）学習目標思考 
東京女子医科大学医学部 1～2 年生の学習目
標志向は先行研究に比べ，協同志向が高かっ
た．問題発見能力は，自己志向，競争志向と
非常に弱い相関があった．疑問点数，資料数
とはどの志向とも有意な相関が認められな
かった． 

 
 
東京女子医大生の学習目標志向は，学習時に
友人との励まし合いや助け合いを重視する
傾向がある．この原因として PBL テュートリ
アルでのグループセッションによる協同志
向の向上が考えられる．また問題発見能力の
高い学生は自己志向と競争志向が高かった
要因として，問題発見能力の測定が試験形式
であっためと考えられる． 
 
（３）PBL テュートリアルで獲得できる能力
に影響を与える要因 
学習意欲の下位尺度で、促進傾向の「自主的
学習態度」「達成志向」「従順性」が、テュー
トリアルで学習者が獲得できる能力と優位
な弱い相関が観察された。この結果から、学
習意欲はテュートリアルで獲得できる能力
に影響を与える因子であることが考えられ
る。また内発的動機付け尺度得点と 4能力と
のそれぞれの有意な弱い相関が認められた
ことから、内発的動機付けも 4能力に影響を
与えることが明らかとなった 
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